

















として、2015 年 6 月 30 日から 7月 2日にかけて開催され、第二部は 2015 年 11 月 13 日
にハーヴァード大学において、同大のライシャワー日本研究所との共催で開かれた。テー
マは、前者が「失われた 20 年と日本研究のこれから」であり、後者が「失われた 20 年と
日本社会の変容」である。時間と場所を異にしていたとはいえ、ともにいわゆる「失われ

























大学ライシャワー日本研究所の Stacie﻿Matsumoto 氏と Yukari﻿Swanson 氏に心よりお礼
申し上げたい。本成果報告書の編集を担当してくださった日文研出版編集室の伊藤桃子氏
にも、深甚な謝意を表したい。
2017 年 1 月 26 日
瀧井一博
